
平成１８年度不登校対策実践指定校等について

１　概要

　　不登校の解決を図るため，小学校３０校，中学校３０校を平成１８年度不

　登校対策実践指定校に指定した。指定校には，教員加配，指導主事等の計画

　的な学校訪問等により支援をする。

　　さらに指定校を３つのグループに分け，地域別に連絡協議会を実施し，情

　報交換や効果的な取組みを協議し，各校の生徒指導主事の指導力の向上を図

　る。

２　平成１７年度不登校対策実践指定校の状況について

　　平成１７年度不登校対策実践指定校の不登校児童生徒数（速報値）は，小・

　中学校ともに，前年度に比べ約２割減少した。

　　これらの成果の背景には，小・中連携を進めたことや複数の教員がチーム

　で対応したことなど，不登校の未然防止と不登校児童生徒の学校復帰に向け

　た組織的な取組みを行ったことがあげられる。

３　平成１８年度不登校対策実践指定校について

　　平成１７年度不登校対策実践指定校の取組みの成果を踏まえ，本県のさら

　なる不登校の解決のため，県内の全公立小・中学校を対象に公募し，不登校

　の未然防止とともに，不登校児童生徒の学校復帰に向けて，計画的，組織的

　に取り組む意欲のある学校を指定した。

　　指定校数は，昨年度からの継続指定校が小・中学校いずれも２５校，本年

　度の新規指定校が小・中学校いずれも５校とした。この指定校は，小・中学

　校の連携を深めるために，指定中学校と当該中学校区内の小学校１校を組に

　して指定し，３０の組となるようにした。

４　平成１７年度不登校対策実践指定校の状況

（１）小学校不登校対策実践指定校３０校の不登校児童数の年次推移（単位：人）

年　　度
平成 14 年度 平成 15 年度 平成 16 年度 平成 17 年度

平成１７年度小学校不登校対策実践

指定校３０校の不登校児童数合計
１０１ １１８ １１５ ９３

指定前を１００とした割合 ８７．８
１０２．６

１００ ８０．９

注）平成１７年度数値は聴き取り速報である。

（２）中学校不登校対策実践指定校３０校の不登校生徒数の年次推移（単位：人）

年　　度 平成 14 年度 平成 15 年度 平成 16 年度 平成 17 年度



平成１７年度中学校不登校対策実践

指定校３０校の不登校生徒数合計
８９７ ８６３ ７６１ ６２０

指定前を１００とした割合
１１７．９ １１３．４

１００ ８１．５

注）平成１７年度数値は聴き取り速報である。

５　平成１８年度不登校対策実践指定校～小・中学校各３０校

事務所名等 小　学　校 備考 中　学　校 備考

広島市 広島市立舟入小学校 広島市立江波中学校

広島市 広島市立戸坂小学校 広島市立戸坂中学校

広島市 広島市立尾長小学校 広島市立二葉中学校

広島市 広島市立宇品小学校 広島市立宇品中学校

広島市 広島市立観音小学校 広島市立観音中学校

広島市 広島市立八幡東小学校 広島市立三和中学校

広島市 広島市立五日市中央小学校 広島市立五日市中学校

広 島 大竹市立大竹小学校 大竹市立大竹中学校

広 島 廿日市市立阿品台東小学校 廿日市市立阿品台中学校

広 島 廿日市市立宮内小学校 廿日市市立野坂中学校

広 島 廿日市市立四季が丘小学校 新規 廿日市市立四季が丘中学校 新規

広 島 廿日市市立友和小学校 新規 廿日市市立佐伯中学校 新規

呉・賀茂
呉市立原小学校 呉市立東畑中学校

呉・賀茂
呉市立内海小学校 呉市立安浦中学校

呉・賀茂
府中町立府中東小学校 府中町立府中中学校

呉・賀茂
海田町立海田東小学校 海田町立海田中学校

芸 北 北広島町立八重東小学校 北広島町立千代田中学校

尾 三 三原市立南小学校 三原市立第三中学校

尾 三 尾道市立栗原小学校 新規 尾道市立栗原中学校 新規

福 山 福山市立深津小学校 福山市立東中学校

福 山 福山市立川口小学校 福山市立城南中学校

福 山 福山市立緑丘小学校 福山市立城東中学校

福 山 福山市立千田小学校 新規 福山市立幸千中学校 新規

福 山 福山市立日吉台小学校 福山市立培遠中学校

福 山 福山市立西深津小学校 新規 福山市立中央中学校 新規

福 山 福山市立曙小学校 福山市立誠之中学校

福 山 福山市立網引小学校 福山市立新市中央中学校

福 山 府中市立国府小学校 府中市立第一中学校

備 北 三次市立十日市小学校 三次市立十日市中学校



備 北 庄原市立庄原小学校 庄原市立庄原中学校

　注）小学校は，中学校の校区内の学校を１校指定している。

　注）小学校及び中学校ともに，新規５校，継続２５校を指定している。


